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Abstract
This study focused on Front Handspring portion of a gymnastics class, a physical education 
specialty course within middle-school teacher training. Subjects were students at a women’s ju-
nior college. With the aim of establishing training that “enables one to perform an action after 
understanding it,” the author proposed a methodological kinetic series based on dynamic sensa-
tions. Investigation was then made of dynamic sensations （kinesthesia） that occurred when per-
forming this series within a class. Conclusions from the results are as follows.
1） Classroom instruction was performed using this kinetic series, and a questionnaire-based 
survey was made to determine student awareness of the kinds of dynamic sensations generated 
within the series.
2） Physical learning （acquisition） of the following is essential to the skillful performance of 
Front Handspring: Speed of approach （dynamic hurdle）, the sensations of quick turnover of the 
entire body, the sensations of handstand with straight arms, the sensations of repelling the floor 
through the hands with eye contact, landing with flat feet pressing the floor, and finally getting 
up with a tight stomach.  Within these processes, effective in the acquisition of handstand skills 
were handstand-capability confirmation （handstands using a wall with open legs and closed 
legs）, and instructional guidance on “bridging” these processes.
Comparison between the start and end of the classroom session showed a significant 
change towards a positive direction in the handstand execution abilities of students, and the 
classroom instruction as performed was shown to be effective. It was also confirmed that dy-
namic sensations certainly existed within students who participated in the class as performed, 
that the teaching （classroom instruction） program̶created as based on the dynamic sensa-
tions of the instructor and used to engender changes in the dynamic sensations of participating 
students̶functioned effectively, and further that it had major impact effects.
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Ⅰ．緒　　言
　平成20年に文部科学省より新学習指導要領が改訂
告示され（以下，新学習指導要領とする），翌平成
21年度から幼稚園，小学校，中学校，高等学校と順
次全面実施に移行している１。このような状況に
あって，教員養成課程を置く大学においても当然の
ことながら新学習指導要領に沿って教職専門科目の
授業改善・見直しを図ることが急務となっている。
　今回の新学習指導要領では２，保健体育科の指導
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内容を（１）技能，（２）態度，（３）知識，思考・
判断の３つに分けて示しているが，新学習指導要領
と同時に出版された『中学校学習指導要領解説　保
健体育編』によると３，体育に関する知識とは「言
葉や文章など明確な形で表出することが可能な形式
知だけでなく，勘や直感，経験に基づく知恵などの
暗黙知を含む概念であると述べられている。これ
は，マイケル・ポランニー４のいう暗黙知，すなわ
ち沈黙した身体の知識，言語にできない知識として
の「コツや勘」も体育指導の現場では課題解決の重
要な手がかりになるという意味であり，運動指導す
る際には身体知注１について十分理解した上で指導
することが教師に求められていると解せる。
　このように身体知の重要性が語られる中で，金
子５はこれまでの体育実技の指導について「できな
い」を「できる」に至らせる方法に主体概念を導入
しないことに問題があると指摘し，「心と体を一体
として考える」新学習指導要領はこの問題に切り込
んでいくことを求めていると述べている。さらに金
子５は，スポーツ指導の本質的な意味は技能習得の
根幹をなす「動きかたを覚える」という身体知の発
生について考えるべきであるとし，いま体育指導の
現場では身体知を獲得するためのキネステーゼ（動
感）身体知注２発生論に基づいた体育授業の構築が
求められていると結論づけている。（以下，キネス
テーゼ（動感）を動感とする。）
　さらに金子６は教師には動感観察力注３が求めら
れ，体育指導者養成機関では「ただ単に運動技能習
得を熟練するだけが主題化されるのではなく，実際
の指導現場で起こりうる生徒の躓きを自らの創発身
体知注４で形成しておかなければならないのであ
る。指導者が運動を促すために行う動感促発の分析
能力は，さらにそれを分析できる身体知が基礎を形
成していることになるから，『教えるために覚えな
おす』という新たな実技授業が展開されなければな
らない」と主張している。
　ところで金子６は運動の形成位相について，これ
までマイネルの理論注５が一般的に認知されてきた
が，動感身体知から考えた類型化を試み，①「分か
るような気がする」（原志向位相）②「できるよう
な気がする」（探索位相）③「できる」（偶発位相，
図式化位相，自在位相）の３つに分け，マイネルの
理論注５に加えて，運動ができる前の位相について
も言及している。
　教師が運動を指導しようとするとき，金子７のい
う原志向位相のなじみの地平に生徒を誘いこみ，
「やってみようかな」と思わせることができるかが
最も苦労する点であり，技能習得の鍵となるのが探
索位相における「できそうな気持ち」を生徒に起こ
させるような段階指導を工夫することが求められ
る。
　著者も30年近く大学の中高教職課程における器械
運動の授業を行ってきたが，目標となる技の習熟過
程で学習者が自らの動感身体といかに向き合うかが
最も重要であると認識していながらも，これまでは
運動の出来ばえを課題とした段階練習指導中心の授
業を実施してきた。
　しかし，新学習指導要領に沿った形に器械運動授
業を改善しようとする時，技を習得する過程の中で
学生がどのように自身の身体と向き合い，対話しな
がら技能を獲得していくのかが重要であると考え
る。いま体育指導の現場では金子８－10のいう「新し
い出来事に対して適切に判断し，解決出来る身体の
知恵」としての身体知を獲得するための動感身体知
発生論に基づいた体育授業の構築が求められている
と言えよう。そのため器械運動授業における動感身
体知に関する研究が望まれるが，この分野に関する
研究はまだ緒についたばかりであり，実践報告も少
ないのが現状である。11－16
　そこで，本研究では中学校教職課程を履修する女
子大学生を対象に，「教科に関する科目」に位置づ
けられている器械運動の授業における前方倒立回転
とび（以下，前転とびとする）を取り上げ，その動
感運動系列を作成し，これを授業で実践した際に発
生する動感について検討した。
Ⅱ．研究方法
　本研究では，まず前転とびの動感を30年以上にわ
たり体操競技及び器械運動を指導している著者から
抽出し，これをもとに前転とびの動感運動系列を作
成した。この動感運動系列による授業を実施し，そ
こで示された動感が受講学生にどのように発生して
いるのかを確認するためアンケートによる運動意識
調査を実施した。以下に，その方法を示す。
１．前転とびの動感運動系列の作成
１）これまでの授業について
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　これまでの著者の授業における前転とび指導は外
から観察される運動形態に基づき，①倒立をさせ
る，②勢いをつけて倒立させる，③補助や落差を利
用して前転とびを実施させる，④一人で前転とびを
実施させる，という「運動の出来ばえ」を重視した
指導であった（表１）。
２）前転とびにおける動感の抽出
　まず，授業で指導者が実施した前転とびをマイネ
ルの運動構造の理論により局面構造を準備局面，主
要局面，終末局面の３局面に分け（図１），各局面
で現れる動感について検討した。
　次に，著者が既に獲得している動感身体知から［準
備局面］では１．前方への移動感覚（勢いをつける），
［主要局面］では２．ひっくりかえり感覚（回転力
をつける），３．突き手感覚（床を押す），４．浮き
の感覚（空中に飛び出す），［終末局面］では５．後
半の回転感覚（起き上がる），６．立つ感覚（踏ん
張る）の６点を抽出し，前述した局面構造別に並べ
た（表２）。
３）動感運動系列作成の方法
表１　これまでの授業内容と段階練習の流れ
指　導　内　容
１　前転とびの説明
　①　教師による示範と局面構造の説明（プリント資料配布）
　②　箒を用いた実演による運動イメージの把握
　③　線画によるバイオメカニクス的説明
２　倒立の確認
　①　前後開脚倒立（壁を使って）
　②　閉脚倒立（壁を使って）
　③　スピードを上げた壁倒立
３　ブリッジ練習
　①　足裏を着く感覚
　②　倒立から倒れる（足裏で支える）
　③　倒立からブリッジで立つ
４　前転とびの段階練習（補助台で落差をつけて）
　①　１歩助走（幇助つき）
　②　２歩助走（補助つき）
　③　２歩助走（１人で）
５　助走の練習
　①　歩いて倒立でマットに倒れる
　②　スキップ練習
　③　ホップ（歩いて）
　④　ホップ（軽く走って）
６　前転とびの完成
　①　床面で前転とびに挑戦（幇助つき）
　②　床面で前転とびに挑戦（１人で）
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　さらに，抽出された動感に対応する具体的な動き
の内容とポイント（指導者のコツ）をもとに練習段
階を作り（表３，表４），①易しい運動から難しい
運動へ，②簡単な運動から複雑な運動へ，③ゆっく
りとした動作から素早い動作へ，④小さな動作から
大きな動作へ，⑤運動の範囲は狭い範囲から広い範
囲へと向かうように方法的に構成した。表５には，
これまでの授業計画を再編成して，新しい概念によ
る３回（90分×３回）分の授業を立案したものをま
とめた。
２．受講学生に対するアンケート調査について
１）調査方法
　前転とびの授業として実施された３回分の授業に
ついて，学生の受講意識と獲得された動感身体知及
び学生間の教え合いの実態とその効果を検証するた
めに，毎授業の前後に質問紙によるアンケート調査
を実施した。また，授業内容をビデオカメラ（Sanyo 
Xacti DMX-CA65シャッタースピード1/100sec １
コマ送り1/30sec毎）にて録画した。
２）調査対象
　短期大学教職課程の教科に関する科目「器械運動」
を受講する健康・スポーツ学科に所属する女子短期
大学生（１年生ＡクラスとＢクラスの２クラス別開
講）
　第１回目69名，第２回目以降72名
表２　指導者の前転とびにおける動感
局面 NO 求める動感 具体的内容 動きのポイント（指導者のコツ）
準備局面 １ 前方への移動感覚
（勢いをつける）
リズミカルに前方に助走して，前方
へのスピードをつける。この時，上
方へジャンプする動作（以下，ホッ
プとする）を滑らかに行い，骨盤が
前方に移動する感覚を持つこと。
軽やかなリズムで助走しながら，腕を後ろか
ら上方へ振り上げてホップをする。このと
き，視線を床面から前方に移して正面を向く
ようにする。体重が前方へ移動する感覚を持
ちながら，前上方に伸び上がる。
主要局面
２ ひっくりかえり感覚
（回転力をつける）
大きな回転力を生み出すには，上半
身の前傾と下半身の振り上げが同時
に素早く行われなければならない。
バンザイ姿勢（両腕を真上に挙げた
状態）から一気に倒立姿勢になる
「ひっくりかえり感覚」が求められ
る。
ホップのあとの着地で腰が引けない様にし
て，脚を前後に開いて前方へ蹴り出す。この
とき手先から足先までが一直線に繋がった形
で，体を上方から床面に向かって倒しながら
回転をつける。背筋を緊張させて，ハムスト
リングスを使って，脚を振りながら，バンザ
イの姿勢から一気にひっくり返る。この時，
脇が開いた状態で着手することが大切であ
る。
３ 突き手感覚
（床を押す）
倒立時に床に加えた力の反作用（突
き手）で体にはね返ってきた力を上
手に体に伝える（力の伝導）感覚,
すなわち手のひらから脇（肩関節），
そして腰（股関節），足先へと体の
中を力が伝わっていく動感が必要に
なる。
手の甲を見ながら，床面に体をぶつける。脇
を開き，床からの反力に負けない様に突き返
す。しっかりと背筋を使って脚を反り上げ
る。肩が前方に流れてしまわない様に胸を開
いて肩を後方に戻す気持ちでつく。つま先を
やや上方に方向付けて伸び上がる感覚を身に
つけたい。
４ 浮きの感覚
（空中に飛び出す）
短く強く床面を突くことで，体が空
間に上昇していく感覚が生まれる。
一瞬体が宙に浮いたと感じる（浮き
の感覚）ことが求められる。
振り上げ脚を追いかける様に蹴り脚を振りな
がら，素早く両足を揃える。体を緊張させて，
腕を側方に開く形にすることで回転力が増
し，浮いた感じを得ることができる。
終末局面
５ 後半の回転感覚
（起き上がる）
床から離手した後，空間に飛び出し
た体が回転して立位に戻る際に，足
裏を床面の方向に向けて回転させる
（上半身を前方へ体重を移動させて
起き上がる）感覚が必要となる。
足裏を床面の方向付けて上半身を起こしなが
ら回転させる。足裏を手の近くに落とす感覚
で，頭部を前方に突き出しながら腹筋に力を
加えながら回転を感じることが必要となる。
６ 立つ感覚
（踏ん張る）
運動の終了に合わせて，タイミング
良く踏ん張るために脚や腹部，頚部
に力を入れなければならない。立つ
ために，上半身を前方に移動させ，
足裏に股関節が載る（着地を先取り
し，床に接触するタイミングに合わ
せて，脚で踏ん張って立つ）感覚が
必要となる。
足裏が床面に着く瞬間を感じながら，タイミ
ング良く股関節を足裏にしっかりと乗せて踏
ん張る。その際,両腕は横に開く様にして，
回転を助ける。体重移動に合わせて，あごを
引き，腹筋に力を入れる。
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３）調査期間
　平成23年11月に実施された３回（90分×３回）分
の授業
４）調査回収率
　第１回目　　：配布数69部　回収数69部　回収率
100%
　第２回目以降：配布数72部　回収数72部　回収率
100%
５）統計処理について
　本研究で実施したアンケートは全て５件法（よく
当てはまる：５点，当てはまる：４点，どちらとも
言えない：３点，当てはまらない：２点，全く当て
はまらない：１点）で回答させた。群間における差
の検定はマンホイットニー検定を用いた。また，相
関についてはスピアマンの順位和相関検定を用い
た。判定については，危険率５％未満を有意とし，
表３　授業で課題とした動感と指導内容（第１回目）
順 学習課題として求めた動感 具体的な指導内容
１） 倒立感覚を身につける ①前後開脚倒立（ペアを組み，幇助をする）
②前後開脚倒立（壁を使って）
③閉脚倒立
④やや速度を上げた壁倒立
２） 体重が前方へ移動する感覚を身につける ①ほん転動作から足裏で支える
②仰臥姿勢からブリッジ
③仰臥姿勢からブリッジ膝立ち
④仰臥姿勢からブリッジで立つ
３） 立つ感覚を身につける
（体重が足裏へ移動する感覚を身につける）
Ａ　バランスボールを利用して立つ
①倒立から倒れる（足裏で支える）
②倒立から膝立ちブリッジ
③倒立からブリッジで立つ
Ｂ　側方倒立回転とび前捻り
①側方倒立回転
②側方倒立回転前捻り（片足立ち）
③側方倒立回転とび前捻り（両足立ち）
備考：網掛部分は，従来の指導を改良又は新たに設けた項目
表４　授業で課題とした動感と練習内容（第２回～第３回目）
順 学習課題として求めた動感 具体的な指導内容
１） 助走で勢いをつける感覚を身につける
（ホップ動作の習得）
①立ち幅跳びの感覚練習（体重が移動する感覚を掴む）
②スキップ練習
③ホップ（歩いて）
④ホップ（軽く走って）
２） 倒立から回転する感覚を身につける ①段差を利用して立つ
ａ．倒立からマットにバタンと倒れる（足裏から先にマットにつく感覚）
ｂ．32cmの段差を利用して倒立回転を行う
ｃ．26cmの段差を利用して倒立回転を行う
ｄ．20cmの段差を利用して倒立回転を行う
ｅ．6cmの段差を利用して倒立回転を行う
ｆ．床面で前転とびを行う
３） 突き手の感覚を身につける ①ホップ（軽く走って）からソフトマットに背中から倒れる。
ａ．１歩踏みだして前転とびを行う
ｂ．２歩踏み出して前転とびを行う
ｃ．３歩のリズムで前転とびを行う
４） 全ての動作をつなげて，一つの感覚に
まとめる（前転とびの完成を目指した
全習練習）
①32cmの段差を利用して助走から前転とびを行う
②26cmの段差を利用して助走から前転とびを行う
③20cmの段差を利用して助走から前転とびを行う
④６cmの段差を利用して助走から前転とびを行う
⑤床面で助走から前転とびを行う
備考：網掛部分は，従来の指導を改良又は新たに設けた項目。また，下線部は感覚づくりの記述。
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５％未満と１％未満の２種類で示した。
Ⅲ．結　　果
１．前転とびにおける動感運動系列の作成と授業実
施計画
１）第１回目の授業計画と課題とする動感について
　著者の動感身体知より抽出された前転とびの動感
の中から，初心者の導入段階として特に必要な　①
倒立感覚を身につける　②体重が前方へ移動する感
覚を身につける　③立つ感覚を身につける（体重が
足裏へ移動する感覚を身につける）の３点を取り上
げた。以下に，第１回目の授業で重視した動感につ
いて示す。
①　倒立感覚
　本授業以前において，学生は既に倒立前転と側方
倒立回転を習得しており，全員壁倒立ができるレベ
ルには到達していた。しかし，もう一度倒立感覚を
細かく意識させた。床上で前後開脚倒立（学生には，
やじろべえ倒立というネーミングで説明した）で体
重が手のひらに乗る感覚を身につけさせた（図２）。
前後開脚倒立を幇助者がついた状態で行わせた。次
いで壁に向かって一人で実施できるように練習させ
た（図２）。
　ゆっくりしたスピードの中で，「蹴り脚を振り上
げ脚に揃える感覚」を身につけさせた。さらに，「速
度を上げて脚を振る感覚」を身につけさせた。スピー
ドを上げた中で，手の掌に体重を乗せていく感覚を
大切にし，床面に近い部位から遠い部位へと，掌→
肘→肩→股関節→足首と順に積み上がる感覚を持ち
ながら倒立を完成させた。
②　体重が前方へ移動する感覚
　まず，背倒立から足を床面に勢いよく振り下し，
足裏で支える「ほん転動作」を実施させた。この運
動は前転とびの着地時に足首の捻挫を防止する狙い
もあった（図３）。次に，仰臥姿勢からブリッジを
作り，膝立ちまで起き上がらせた（図４）。
表５　授業内容と段階練習の流れ
１回目の授業 ２回目の授業 ３回目の授業
１　前転とびの説明 １　前回の授業の復習 １　前回の授業の復習
　①教師による示範と局面構造の説明（プリント資料配布）ａ　倒立の確認 ａ　倒立の確認
　②箒を用いた実演による運動イメージの把握 　①前後開脚倒立（壁を使って） 　①前後開脚倒立（壁を使って）
　③線画によるバイオメカニクス的説明 　②閉脚倒立（壁を使って） 　②閉脚倒立（壁を使って）
２　倒立の確認 　③やや速度を上げた壁倒立 　③やや速度を上げた壁倒立
　①前後開脚倒立（ペアを組み，幇助をする） ｂ　ブリッジの確認
　②前後開脚倒立（壁を使って） 　①倒立から膝立ちブリッジ ２　助走練習（発展的に行う）
　③閉脚倒立 　②倒立からブリッジで立つ 　①ホップの距離を伸ばす（目標としてゴムチューブを床において）
　④やや速度を上げた壁倒立 ｃ　前転とびの段階練習
　①１歩助走（幇助つき） ３　前転とびへ（各自のレベルで個別に選択）
３　ブリッジ練習 　②２歩助走（補助つき） 　②32cmの段差を利用して
　①足裏を着く感覚 　③３歩助走 　③26cmの段差を利用して
　②仰臥姿勢からブリッジ 　④20cmの段差を利用して
　③仰臥姿勢からブリッジ膝立ち ２　助走の練習 　⑤６cmの段差を利用して
　④仰臥姿勢からブリッジで立つ 　①立ち幅跳びの感覚練習（体重が移動する感覚を掴む）　⑥床面で前転とび
　⑤倒立から倒れる（足裏で支える） 　②スキップ練習
　⑥倒立から膝立ちブリッジ 　③ホップ（歩いて）
　⑦倒立からブリッジで立つ 　④ホップ（軽く走って）
４　側方倒立回転とび前捻り ３　前転とび（徐々に幇助をなくして）
　①側方倒立回転 　①32cmの段差を利用して
　②側方倒立回転前捻り（片足立ち） 　②26cmの段差を利用して
　③側方倒立回転とび前捻り（両足立ち） 　③20cmの段差を利用して
　④６cmの段差を利用して
５　前転とび（段階は各自で選択　ボールや補助をつけて）　⑤床面で前転とび
　①１歩助走（幇助つき）
　②２歩助走（補助つき）
　③３歩助走
　④32cmの段差を利用して
　⑤26cmの段差を利用して
　⑥20cmの段差を利用して
　⑦６cmの段差を利用して
　⑧床面で前転とびに挑戦
備考：網掛部分は，従来の指導を改良又は新たに設けた項目
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　体重が前方へ移動する感覚を身につけさせた。さ
らに，身体を前後に揺らして体重移動を感じさせな
がら起き上がらせた。この時一人で実施出来ない学
生には，上半身が腰の上に持ち上がる感覚を覚える
ため「イーチ，ニーのサーン」と声をかけながら，
パートナーの学生に補助をさせながら実施させた。
膝を床面に着けにいく動作を行うことで，自然に体
重が前方に移動する感覚を味わうことが容易になる
と考えた。
　最後に，立位にまで起き上がらせる。上半身が腰
の上に持ち上がる感覚を身につけさせた。
③　立つ感覚（体重が足裏へ移動する感覚）
　終末局面である足裏で体重を支えて立つ感覚を身
につけさせた。安全確保と運動感覚習得のためにバ
ランスボールを利用した練習を実施した。マットを
置いて段差を作り，跳躍版の上にバランスボールを
置いて，仰臥姿勢でこの上に寝転び，前後に揺らし
ながら立つ動作を行わせる（図５）。さらに，倒立
からバランスボール上にブリッジをさせた。この
時，両脇に補助者を置き，次第に一人で出来るよう
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にさせた。前転とびを完成させる。バランスボール
の上に倒立から前方ブリッジをして，膝立ち姿勢に
させた。
　その後さらに，膝をつかないで立たせたるため，
バランスボールを外し，ブリッジから立ち上がるま
での動作を，幇助者付きで行わせた。立つ感覚を身
につけさせるためには，足裏に体重を乗せる感覚を
重視し，床面から足裏膝→股関節→上半身→頭部の
順に体重が積み上がった結果として立つという感覚
をつくることをねらいとした。
　前転とびの全体の流れを体感させた。助走から
ホップがある程度できるようになった時点で，側方
倒立回転（以下，側転とする）が出来ている学生に
は側転とび前ひねりを実施させた（図６）。この動
作は，前転とびの全体の流れを体感させるためと着
地姿勢を高くするねらいがあった。
２）第２回目～第３回目の授業計画と課題とする動
感について
　第１回目の授業を受けて，第２回目と第３回目の
授業では　①助走で勢いをつける感覚を身につける
（ホップ動作の習得）　②倒立から回転する感覚を身
につける　③突き手の感覚を身につける　④全ての
動作をつなげて一つの感覚にまとめる（前転とびの
完成を目指した全習練習）の４点を取り上げた。こ
れを手掛かりに前転とびの動感運動系列を作成し，
具体的な段階練習を考案した（表４）。
以下に，課題とした動感について示す。
①　助走で勢いをつける感覚（ホップ動作の習得）
　腕の振り出しにより腰が前方に移動する感覚を身
につけさせた。助走から倒立に入るには，ホップ動
作を身につけるホップの指導にあたり，立ち幅跳び
を行わせる。立ち幅跳びの動作では，腕を前に振る
ことにより力が体幹に伝導され，骨盤が前に移動す
る感覚が生まれる。これが，ホップ時に生まれる体
図６　側方倒立回転とび前捻り
数値：コマ数
1コマ＝1/30sec
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重移動の感覚と同じであるため，この技法を身につ
ける必要があると考えた。
　ホップを理解するためにスキップのリズム感覚を
掴ませる。助走からホップ動作を習得するには，ま
ずスキップが出来ているか確認する必要がある。そ
こで，歩きながらスキップを実施させた。
　そして，徐々にスピードをあげてもスキップが出
来ることを確認して，助走～ホップ動作へと導入し
た。この時，ホップの歩幅が狭くなってしまうので，
床面に薄いゴムチューブを床に置いて目印とし，
ホップする位置を捉え易い様に誘導した。さらに
ホップの距離を伸ばして実施させた。
②　倒立から回転する感覚を身につける
　段差を利用しながら，倒立回転を行わせる。同時
に徐々にスピードを上げ，手のひらの上を下半身が
移動しながら越えていく感覚と天井に上がった脚を
地面におろす感覚を身につけるための段階練習を行
わせた。幇助またはバランスボールを利用して，倒
立からブリッジを経過し，膝立ちになる動作を行わ
せる。その後，お互いに上腕と肩を幇助しながら，
倒立から前方ブリッジして立つまでの一連の動作を
行わせた。
　さらに，徐々に幇助を軽くし，一人で行えるよう
にし，素早く脚を振り上げて，掌と肩の上を脚が追
い越していく感覚を身につけ，倒立から立位になる
まで回転する感覚を身につけるようにした。
　これにより，助走からホップでは体重が前に移動
する感覚，倒立位になるために逆さに素早くひっく
り返る感覚を作り，倒立から回転する感覚まで一連
の動作の中で身につけさせた。
③　突き手の感覚を身につける
　突き手の感覚として，倒立位での床を突いて体が
空中に浮き上がる感覚を身につけさせた。床から手
を離して突き上げるため，肘を伸ばしたまま肩甲骨
の動きを使って支持跳躍する要領をつかむ必要が
あった。各段階では，最初はゆっくり実施し，徐々
に勢いをつけて行うようにした。この時，突き手の
感覚を意識する様に指示した。
　１歩～３歩助走と徐々に距離を伸ばして実施さ
せ，スピードも上げて実施させた。さらに，体重移
動の感覚を促すため，脚の振り上げと腰の移動を助
ける様に教師が幇助を行った。パートナーの学生が
実施者の後ろに立ち，実施者に後ろに反った姿勢を
とらせる。この時肘をしっかりと伸ばし，首を背屈
して手の方向を見る様に指示した。その後，パート
ナーは手のひらを合わせて，実施者を前方に押して
やる動作をさせた。これは，倒立時に床面を目で見
ながら押し上げる感覚を伝える意図があった。
④　全ての動作をつなげて一つの感覚にまとめる
（前転とびの完成を目指した全習練習）
　前転とびへの挑戦（各自のレベルに合わせた場所
で個別に実施）　前転とびの完成に向けて，段差の
ある環境から少しずつ段差をなくして床面に近づけ
るように細かに段階を設けて環境づくりを行った。
各段階では必要に応じて幇助を実施した。ここで
は，「できそうな気持ち」や「できるかもしれない」
（探索位相）という状況に到達することを目指した。
　なお，今回新たに導入，または従来の方法を変更
した段階練習については，表中に網がけ部分で表し
た。
３）授業計画と動感運動系列の作成
　以上をもとに，全３コマ分の授業内容と段階練習
の流れをまとめた（表５）。
　なお，新たに導入した部分は表中に網がけで示し
た。
２．受講学生に対するアンケート調査について
１）第１回目の授業における前転とびの動感の変化
　受講学生に対するアンケート調査の結果を以下に
報告する。
　表６は，第１回目授業における受講学生の前転と
びに関する意識である。以下，その意識について報
告する。
（１）前転とびについて
　学生は，受講前には「前転とびのポイントが頭で
理解できる」2.98とやや低かったが受講後は4.00と
高まった。また，「前転とびが出来そうな気がする（説
明の前後）」2.73と低く，「前転とびは難しいと思う」
4.04気持ちが強かった。反面，「前転とびができる
ようになりたい」4.53と考えていた。受講後はこれ
が改善され，「前転とびが出来そうな気がする（説
明の前後）」3.64，「前転とびが出来そうな気がする
（実技の前後）」3.98と期待感が高まった。
（２）倒立感覚について
　受講者の倒立に対する意識の変化を示している。
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この授業開始時点での倒立に対する自信は，閉脚で
の壁倒立を除き全ての項目が3.0以下と低かった
が，第１回目の授業受講後は「手で体を支えること
ができる」「前後開脚の壁倒立ができる」「壁倒立が
できる」の項目全てが有意に高くなった。また「倒
立で倒れるのが怖い」（逆転項目）の値も減少した。
ただし，「ひとりで倒立ができる」項目では有意に
高くなったものの受講後も3.0を下回っていた。
（３）ブリッジ感覚について
　もともと評価が高かった「ブリッジができる」項
目を除いて，全ての項目の評価が有意に高くなっ
た。「ブリッジから体重が前方へ移動する感覚がわ
かる」「倒立からブリッジをする感覚がわかる」「倒
立からブリッジで立つ感覚がわかる」の項目が上昇
したことは，今回段階練習に新たに加えられたブ
リッジ練習が有効性に機能したものと考える。
（４）局面構造別にみた前転とびの動感の変化
　表７は，1回目の授業前後で受講学生が感じた前
転とびの動感を局面構造別に見たものである。これ
を見ると，もともと得点が高かった「倒立時に自分
の手を見ることができる」（3.40→3.57）以外の項
目について，開始前は５段階評価が２点台と低かっ
たが，授業実施後は３点台といずれの項目も有意に
高く変化した。準備局面の「前方への移動感覚（勢
いをつける）」，主要局面の「突き手感覚（床を押
す）」，終末局面の「立つ感覚（踏ん張る）」，いずれ
の動感も有意に高まった。
２）第２回目～第３回目の授業における前転とびの
動感の変化
　表８は，授業計画作成時に著者より抽出された動
感を局面構造別に分け，受講学生が２回目の授業前
～３回目の授業後にかけての変化を示したものであ
る。
　これを見ると，今回の授業で課題とした動感であ
る，準備局面の「前方への移動感覚（勢いをつけ
る）」，主要局面の「ひっくりかえり感覚（回転力を
表６　前転とびに対する受講者の意識変化（１回目授業前後）
運動 no 質　問　項　目
前後
の別
ｎ
５段階評価
ｍ±SD Ｚ値 Ｐ値
１ ２ ３ ４ ５
前転とび
１ 前転とびのポイントが頭では理解できる（説明の前後）
前 69 10 14 20 17  8 2.98±1.23
4.82 ＊＊
後 67  0  4 15 25 23 4.00±0.90
２ 前転とびは難しいと思う（※）
前 68  6  6  8  7 41 4.04±1.37
－2.87 ＊＊
後 66  5 12 16 13 20 3.46±1.30
３ 前転とびができるようになりたい
前 69  1  2  7  8 51 4.53±0.90
1.75 －
後 66  1  0  5  3 57 4.74±0.72
４ 前転とびができそうな気がする（説明の前後）
前 69 13 18 19 12  7 2.73±1.24
4.11 ＊＊
後 68  1 12 17 18 20 3.64±1.12
５ 前転とびができそうな気がする（実技の前後）
前 69 18 15 11  6 19 2.89±1.57
4.00 ＊＊
後 66  2  6 12 17 29 3.98±1.12
倒立
６ 手で体を支えることができる
前 69  5 22 22 14  6 2.91±1.08
2.07 ＊
後 68  3 11 26 21  7 3.26±1.00
７ 前後開脚の壁倒立ができる
前 69 15 12 19 13 10 2.86±1.34
4.06 ＊＊
後 67  6  7 11 11 32 3.83±1.36
８ 壁倒立（閉脚）ができる
前 69  5 10 16  9 29 3.68±1.34
1.96 ＊
後 66  3  3 11 14 35 4.13±1.13
９ ひとりで倒立ができる
前 69 26 17 15  2  9 2.28±1.35
2.64 ＊＊
後 66 14 12 20 11 10 2.86±1.33
10 倒立で倒れるのが怖い（※）
前 69 16 10  9 10 24 3.23±1.61
2.83 ＊＊
後 68 27 14  9  6 12 2.44±1.51
ブリッジ
11 ブリッジから体重が前方に移動する感覚がわかる
前 69 19 16 18  7  9 2.57±1.34
4.65 ＊＊
後 67  2 10 16 19 20 3.67±1.14
12 倒立からブリッジをする感覚がわかる
前 69 25 14 11  6 13 2.53±1.52
4.32 ＊＊
後 67  3 11 16 14 23 3.64±1.23
13 倒立からブリッジで立つ感覚がわかる
前 69 27 17 12  5  8 2.27±1.35
4.72 ＊＊
後 67  4 16 13 17 17 3.40±1.26
14 ブリッジができる
前 69  4  9  9 11 36 3.95±1.31
1.32 －
後 68  2  6  7 11 42 4.25±1.13
備考：※は逆転項目 ＊＊：ｐ＜.01
＊：ｐ＜.05
－：ns
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表７　局面構造別にみた前転とびの動感の変化（第１時間目受講前後における変化）
局　面 動　感 no 質　問　項　目
前後
の別
ｎ
５段階評価
ｍ±SD Ｚ値 Ｐ値
1 2 3 4 5
準備局面
前方への移動感覚
（勢いをつける）
1 助走から倒立までがスムーズにできる
前 69 32 12 16  2  7 2.13±1.31
4.69 ＊＊
後 68  9 13 11 21 14 3.26±1.34
2 ホップのリズムがわかる
前 69 30 16 11  6  6 2.15±1.31
4.17 ＊＊
後 68 12  9 16 17 14 3.17±1.38
主要局面
突き手感覚
（床を押す）
3 突き手（しっかり手で支えて押す）の感覚がある
前 69 17 18 22  8  4 2.47±1.15
3.09 ＊＊
後 68 12  9 16 17 14 3.17±1.38
4 倒立時に自分の手を見ることができる
前 69  8 11 14 17 19 3.40±1.35
0.67 －
後 68  3 14 14 15 22 3.57±1.26
5 着手の後，前方へ体重移動する感覚がある
前 69 17 16 19 10  7 2.62±1.28
3.11 ＊＊
後 68  4 14 22 12 16 3.32±1.21
終末局面
立つ感覚
（踏ん張る）
6 足で踏ん張って立つ感覚がある
前 69 17 18 19  8  7 2.56±1.26
2.75 ＊＊
後 68  9 12 18 16 13 3.17±1.30
＊＊：ｐ＜.01
－：ns
表８　前転とびの局面構造別にみた動感の変化（２回目～３回目の変化）
局　面 動　感 no 質　問　項　目
前後
の別
ｎ
５段階評価
ｍ±SD Ｚ Ｐ
1 2 3 4 5
準備局面
前方への移動感覚
（勢いをつける）
1 助走がリズミカルにできる
前 72 13 14 24 12 10 2.87±1.27
5.00 ＊＊
後 72  1  4 13 39 15 3.87±0.85
2 自分にあったスピードで走ることができる
前 72  9 14 30  9 10 2.95±1.18
4.89 ＊＊
後 72  1  7 12 29 14 3.91±1.00
3
ホップが上手にできる（ホップにうまく足をあわ
せられる）
前 72 20 15 14 14  9 2.68±1.39
4.53 ＊＊
後 72  2  8 18 23 21 3.73±1.08
4
しっかりと腕を上方に振り上げること（バンザイ）
ができている
前 72 10 22 18 14  8 2.83±1.22
5.12 ＊＊
後 72  1  5 14 35 17 3.86±0.90
5 ホップからの勢いを上手に蹴りに伝えられている
前 72 17 23 21  5  6 2.44±1.17
5.37 ＊＊
後 72  2  9 24 25 12 3.50±1.00
主要局面
ひっくりかえり感覚
（回転力をつける）
6 体を一本にして倒すことができる
前 72 21 25 17  4  5 2.26±1.15
4.95 ＊＊
後 72  5 12 25 23  7 3.20±1.06
7
手から脚までが一直線になった倒立ができる（脇
を開いた倒立）
前 72 13 27 22  6  4 2.45±1.06
5.17 ＊＊
後 72  2  9 32 15 14 3.41±1.03
8 背筋とハムストリングが使えている
前 72 16 29 20  5  2 2.27±0.98
4.90 ＊＊
後 72  4 13 31 19  5 3.11±0.97
突き手感覚
（床を押す）
9 顔をしっかりと起こし着手できている
前 72 13 32 15  5  7 2.45±1.16
4.85 ＊＊
後 72  2 14 21 25 10 3.37±1.04
10
前後開脚の倒立感覚（手のひらの上に股間節が乗
る感覚）がある
前 72 13 22 26  7  4 2.48±1.07
4.91 ＊＊
後 72  4  7 30 18 13 3.40±1.07
11
蹴り脚が素早く振り上げられる（振り上げ脚に追
いつくように）
前 72 11 23 20 13  5 2.69±1.14
4.48 ＊＊
後 72  2 11 16 30 13 3.56±1.04
12
肩が前方に流れないようにするために，肩を後方
に戻す感覚がある
前 71 17 30 18  2  5 2.27±1.07
4.94 ＊＊
後 72  3 17 24 16 11 3.21±1.10
浮きの感覚
（空中に飛び出す）
13 やや体を反った感覚がある
前 72  5 28 23 11  5 2.76±1.02
4.15 ＊＊
後 72  2 14 21 25 10 3.45±0.96
14
床からの反力をもらって，体が空中に浮き上がる
感覚がある
前 71 16 23 21  7  5 2.47±1.15
5.20 ＊＊
後 72  1 11 23 25 11 3.47±0.98
終末局面
後半の回転感覚
（起き上がる）
15 足裏を地面に落とす感覚がある
前 72 12 26 16 13  5 2.62±1.16
4.49 ＊＊
後 72  0 15 20 20 17 3.54±1.07
16 上半身を前方に起こす感覚がある
前 72 14 21 19 12  6 2.65±1.21
4.10 ＊＊
後 72  3 11 18 29 11 3.47±1.06
立つ感覚
（踏ん張る）
17 足裏に体重がしっかり体重が乗る感覚がある
前 72 16 25 21  4  6 2.43±1.14
4.58 ＊＊
後 72  2 17 20 20 13 3.34±1.11
18 着地がくる瞬間がわかる
前 72 15 21 21  8  7 2.59±1.21
4.33 ＊＊
後 72  3 13 15 28 13 3.48±1.11
19 タイミング良く踏ん張れる
前 72 20 19 22  5  6 2.41±1.20
3.88 ＊＊
後 72  5 15 24 16 12 3.20±1.16
20 あごを引いてお腹に力を入れることができる
前 72 19 26 18  5  4 2.29±1.10
4.12 ＊＊
後 72  5 18 25 14 10 3.08±1.13
21 高い姿勢で立つことができる
前 72 28 29  9  3  3 1.94±1.03
3.96 ＊＊
後 72 12 21 21 12  6 2.70±1.18
＊＊：ｐ＜.01
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つける）」と「突き手感覚（床を押す）」と「浮きの
感覚（空中に飛び出す）」，終末局面の「後半の回転
感覚（起き上がる）」と「立つ感覚（踏ん張る）」は，
全ての項目が有意に高く変化した。
３）授業における受講者の前転とびに関する意識の
変化
　表９は，授業の前後における受講者の前転とびの
できばえに関する意識の変化を表したものである。
これを見ると，「前転とびができる」と回答した受
講学生は，第１回目の授業では1.71から2.97と増加
し，さらに，３回目の授業終了時では3.26と有意に
高くなり，前転とびを成功させる学生が増加した（図
７）。
Ⅳ．考　　察
１．前転とびの動感の発生と動感運動系列について
　第１回目の授業では，①倒立感覚を身につける　
②体重が前方へ移動する感覚を身につける　③立つ
感覚を身につける（体重が足裏へ移動する感覚を身
につける）の３点を取り上げたが，倒立感覚を身に
つけるために，手に体重が乗る感覚の獲得を狙いと
した前後開脚倒立をしっかりと学習させたことは効
果的であったと考える。「手で体を支えることがで
きる」「前後開脚の壁倒立ができる」「壁倒立ができ
る」ようになり，「倒立で倒れるのが怖い」（逆転項
目）の値も減少し，怖さが軽減されていた。しかし，
「ひとりで倒立ができる」項目では有意に高くはなっ
たものの受講後も3.0を下回り，まだ自信の欠如が
認められた。前転とびの成功には倒立感覚を習得す
ることが最も重要であり，しっかりと学ぶべきポイ
ントであることが明確になった。
　また，体重が前方へ移動する感覚を身につけるた
めに，バランスボールを使ったブリッジ練習（図５）
は効果的であったと考える。また，足裏で支える「ほ
ん転動作」（図３）を実施させたことは今回の授業
で捻挫がなかったことからも必要な段階であった。
さらにブリッジから膝立ち姿勢で起きる運動（図４）
をさせることで，前方への体重移動を感じることが
安全に行えたものと考える。従来の指導では，ブリッ
ジから膝立ちになる練習にあまり時間を割かなかっ
たが，今回は体重が前方に移動する感覚や足裏に体
重が乗り移る感覚をつかませたいと考えて，入念に
行った。このため第１回目の授業ではブリッジ姿勢
をとらせる時間が多かったので，ブリッジ感覚は狙
い通りに向上したと考えられた。ただこの部分に時
間をかけ過ぎたため，前転とびの完成までに第１回
目は時間がかかったように感じられた。もう少しこ
の段階を縮小して時間配分を考慮する必要があると
思われる。また，図５の足裏に体重がかかる感覚を
つかむ練習方法は，準備に時間がかかる割に実施回
数が少なかったことから，授業の展開を勘案すると
段階練習から削除しても差し支えないと考えられ
た。
　次に，高い姿勢で立てる感覚を持たせるねらいで
取り入れた「側方倒立転とび前捻り」の練習（図６）
は，側方倒立回転が十分に習熟している者には有効
であるが，未熟な者はこの技の実施そのものが困難
表９　前転とびのできばえに関する意識の変化
no 質問項目
前後
の別
ｎ
５段階評価
ｍ±SD Ｚ値 Ｐ値
1 2 3 4 5
1 前転とびができる（１回目）
前 69 45  8 11  1  4 1.71±1.15
4.87 ＊＊
後 67 20  6 10 18 13 2.97±1.53
2 前転とびができる（２回目～３回目）
前 72 27 18 16  5  6 2.23±1.26
4.76 ＊＊
後 72  7 13 15 28  9 3.26±1.18
＊＊：ｐ＜.01
図７　前転とびの成功例（２回目授業時）
1コマ＝1/30sec
全てのフレームは
5コマ送り
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であるため腰を曲げた低い姿勢での実施となり，前
転とびの前段階の練習としては効果的でないと考察
された。
　今回の授業で見られた初心者における倒立時の良
くない姿勢に，「肩が前方へ倒れる」，「首を極端に
腹屈したために倒立位の意識ができない」などの欠
点が認められた。ブリッジ姿勢から起き上がる練習
に相当の時間を費やしたが，スピードをつけるとこ
の動感を忘れてしまって再現できないケースも生ま
れた。このことから，倒立の完成に至るまでのプロ
セスの段階練習法についてさらなる検討の必要性を
感じた。
　その他，今回の授業実践の中で，準備局面でのホッ
プ動作の習得において踏み切り線としてゴムチュー
ブを床面に置きホップの踏切位置を遠くに誘導した
ことは効果的であり，学生の運動に大きな変化が認
められた（図８，９）。これらの取り組みから，教
師の注意深い洞察力による環境づくりや課題設定に
より，運動者の動感の獲得に大きな影響を及ぼすこ
とが明らかにされた。さらに，段差を利用して１～
３歩助走で前転とびを行った際に体重移動を助ける
幇助を教師が行った場合，学生の動きに変化があっ
た。このような学習援助をタイミングよく取り入れ
ることも重要であると指摘しておきたい。
　また，今回の段階練習には使用しなかったが，今
後補助台を使用して首はねおき（ネックスプリング）
や頭はねおき（ヘッドスプリング）行うなどの段階
指導を追加することでより効果が上がるのではない
かと考えられた。ただし，その場合には首はねおき
（ネックスプリング）に時間をかけすぎると頭部腹
屈位を学習してしまうため，頭部背屈位修得の妨げ
になる可能性がある。さらに，ヘッドスプリングは
屈腕位となるために，前転とびの支持跳躍の妨げに
なることが考えられる。したがって，はねおき系の
運動を前転とびの前段階の運動として導入するには
タイミングと学習時間および回数を考慮すべきであ
ろう。
　本研究では，教師の持つ動感身体知から抽出され
た動感運動系列によって組み立てられた授業を計
画・実施したが，目標となる動感を学生が体感でき
ていた可能性が高い。つまり，教師はこのような動
感運動系列をつくることにより，学習者の動感を意
図的に生み出し，変化させることができることが確
認された。
　最後に，今回の授業は大学の体操競技専用体育館
で実施されており，中高での授業実施に適用する際
には十分安全な環境づくりに注意する必要があろ
う。なお，今回受講した学生は最終的には全員が前
転とびを習得できたことを付記しておきたい。
Ⅴ．要　　約
　本研究では，女子大学短期大学部の学生を対象
に，中学校教職課程の体育専門科目である「器械運
動」授業における前方倒立回転とびを取り上げ，「わ
かって・できる」授業を目指すため，動感に基づい
た方法的運動系列を立案し，これを授業で実践した
図８　ホップが小さく体重移動が少ないタイプ
図９　ホップの改善で歩幅が広がった例
1コマ＝1/30sec
全てのフレームは
3コマ送り
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際に発生する動感について検討した。
　まず前転とびの動感を経験豊かな指導者（著者）
から抽出し，これをもとに前転とびの動感運動系列
を作成した。この動感運動系列による授業を実施
し，そこで示された動感が受講学生にどのように発
生しているのかを確認するためアンケートによる意
識調査を実施した。
　第１回目の授業では，倒立感覚を身につける，体
重が前方へ移動する感覚を身につける，立つ感覚を
身につける（体重が足裏へ移動する感覚を身につけ
る）を重視した段階練習を行った。前方倒立回転と
びの習得には，準備局面の助走のスピード（大きく
軽やかなホップ）をつけ「前方への移動感覚（勢い
をつける）」，主要局面の「ひっくりかえり感覚（回
転力をつける）」としっかりとした肘を伸ばした倒
立姿勢で床を見て強く押す「突き手感覚（床を押す）」
と「浮きの感覚（空中に飛び出す）」，終末局面の足
裏を床面に落として腹筋を使って立ち上がる「後半
の回転感覚（起き上がる）」と「立つ感覚（踏ん張る）」
が重要であった。そのためには，倒立確認（開脚及
び閉脚での壁倒立），ブリッジ指導は前転とびの技
能習得に有効であった。
　以上，授業の前後で学生のできばえが有意に良い
方向に変化し，実施された授業の有効性が示され
た。また，実施された授業において動感は受講学生
の中に確かに存在し，その動感を変化させるために
用いた指導者の動感に基づいて作成された授業プロ
グラムは有効に機能し，その効果も大きいことが確
認された。
注　　記
１．身体知について，小林寛道20はハワード・ガードナー
（1983）の提唱した６つの知性を取り上げ，近年の認
知脳科学では知性を，①言語的知性　②絵画的知性　
③空間的知性　④論理数学的知性　⑤音楽的知性　
⑥身体運動的知性　⑦社会的知性　⑧感情的知性の
８つに分類し，この一つに取り上げ，これらを総括
しコントロールする働きを持つのが「超知性」＝「自
我」であるとし，超知性は人格（性格），理性，主体
性，独創性，創造性などの中心的な役割を果たして
いるとした。一方，斉藤21は身体知としての教養（ビ
ルドゥング）として，①「主体として生きている身体」
の次元，②〈技化〉の次元，③間身体性の次元，④
自己確立と上達の次元　の４つに分類している。斉
藤21は，身体知とは，「身体的努力によってのみ得ら
れる知」であり，「習慣の獲得とは，身体図式の組み
替えであり更新」と捉えている。
２．本研究で用いる身体とは，金子22のいう「今ここに息
づいて動きつつ感じ，感じつつ動ける身体」を意味
し，それはキネステーゼ（動感）身体と呼ばれており，
そのような生命的身体のもつ運動能力を〈身体知〉
ないしは〈動感身体知〉と呼んでいる。
３．金子６は，「同じ運動課題を行う仲間の動きを見たり，
友達との会話の中にコツの発見があったりと，動感
価値意識に支えられた能動的形態統覚化は充実して
いく」と述べ，仲間との教え合いの中で運動への気
づきが深化し，他者の運動に対する運動共感能力を
授業の中で養成する必要性を指摘している。また，
いま体育の教師に求められるものは，動感観察能力
（動感を読み取る力）であり，「体育における技能習
得は身体発生（Physiogenese）という広大な人間教
育の領域であり，それに関わるためには生徒の動感
に共振し，動感問題を指摘できる『動感観察力』と
いう専門能力を身に付けなければならない。」と主張
している。
４．金子23は，動感身体知の形態発生において，自己と他
者の間に動感形態化の作用が働いているところで
は，お互いに類似の志向対象に気づき，それぞれの
価値覚の中に共鳴作用が働き，類似統覚による動感
図式化へと共通の原努力が機能すると述べている。
すなわち，自己と他者の間に超越論的な動感世界を
共有することができ，伝え手と承け手が相互に交信
できる（間動感性）ないし（間動感志向性）の世界
が開けると述べている。
５．マイネル18は，運動ができた後の習熟位相の形成過程
を，①第１位相：荒削りな運動，粗形態である粗協調　
②第２位相：運動の正確性，運動修正を特徴とする
精協調　③第３位相：運動の安定化，自動化，負担
免除が現れる最高精協調の３つに分類しているとし
ている。金子17 19はこの形成位相の前に原志向位相と
探索位相を加えている。
（受付日：平成27年７月31日）
（受理日：平成28年１月12日）
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